
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

5

2
！

厚
生
労
働
省
よ
り
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
の
交
付
が
通
知
さ
れ
る

6

8

・
知
事
か
ら
県
内
事
業
主
の
皆
様
に
対
し
、「
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
の
雇
用
の
場
の

確
保
に
つ
い
て（
お
願
い
）」を
発
出

7

1
！

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
の
運
用
開
始

11

21
！

国
の
第
３
次
補
正
予
算
で
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
創
設

H24

2

13

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
、申
請
受
付
開
始

3

・
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業（
年
度
集
計
）４
２
２
事
業
８
２
５
６
人
を
雇
用

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金（
年
度
集
計
）実
施
人
数
２
０
２
人

H25

3

・
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業（
年
度
集
計
）７
８
３
事
業
１
万
２
５
８
４
人
を
雇
用
し
、事
業
の　

ピ
ー
ク
に

H26

4

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
の
業
務
体
制
を
拡
充

9

1

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
Ⅱ
型
の
運
用
開
始

H27

5

7

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
Ⅲ
型（
沿
岸
部
の
み
対
象
）の
運
用
開
始

H28

3

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金（
年
度
集
計
）支
援
人
数
２
万
５
２
８
人
で
事
業
の
ピ
ー
ク
に

4

1

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
中
小
企
業
型（
中
小
企
業
の
み
対
象
）運
用
開
始

R1/H31

4

1

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
の
委
託
業
務
を
県
直
営
に

15

・
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
の
申
請
支
援
を
業
務
委
託

第 3項　雇用の維持、確保

宮城県気仙沼市

■震災対応移動児童館事業

子育て

　震災の影響を受けた地区の児童の支援
として、被災地区へ出向き移動児童館を
実施し交流することにより、児童の心の
ケアを図る。

雇用創出数：2人

宮城県

■みやぎ防犯パトロール事業

治安・防災

　青色回転灯を装備した車両によるパト
ロール活動を行い、住民の安心感の醸成
を図る。

雇用創出数：229人

宮城県亘理町

■「新生亘理」まちづくり協働事業

臨時職員

　復興に向けた地区計画の策定や、情報
発信と共有、被災者どうしの交流、活動
等地域住民と行政との連携、調整を行う。

雇用創出数：15人

出典：厚生労働省
■震災等緊急雇用対応事業の事業例

■東日本大震災により被災された方々の雇用の場の確保について（お願い）（平成23年6月8日）

東日本大震災により被災された方々の雇用の場の確保について（お願い）

謹 啓  
時 下ますます 御 清 祥 のこととお 喜 び 申し上 げます。
　 本 県 の 県 政 及 び 雇 用 対 策 の 推 進 につきましては ，日ごろ 格 別 の 御 協 力を 賜り厚くお 礼 申し 上 げます。また ，
平 成２３年３月１１日に 発 生した「 東 日 本 大 震 災 」により被 災 され た 企 業 の 皆 様 及 び 従 業 員 ，御 家 族 の 皆 様 に
対しまして，心 からお 見 舞 いを申し上 げます。
　 さて ，宮 城 県 は 東 日 本 大 震 災 により戦 後 最 大 の 壊 滅 的 な 被 害 を 受 けました が ，全 国 ，そして ，世 界 各 地 か
ら 多くの 方 々の 御 支 援 をい た だき ，国 や 市 町 村 ，団 体 や ＮＰＯなど 関 係 機 関と連 携 を 図り，復 興 の 道 を 歩 み
始 めました 。復 興 へ の 道 のりは , 決 して 平 坦 なもの で はなく，むしろ 高く険しいもの になると思 います。しかし 、
宮 城 県 は 壊 滅 的 な 被 害 からの 復 興 モデルとなるよう，ふるさと宮 城 の 再 生とさらなる発 展 目 指して，県 民 一 丸
となって，復 興 に 向 けた 取 組 みを 一 歩 一 歩 進 めているところであります。
　 復 興 へ の 第 一 歩 は ，被 災 により離 職 を 余 儀 なくされ た 方 々などの 一 日も 早 い 生 活 再 建 で あり，その ため の
再 就 職 の 促 進 は ，最 優 先 に 取り組 む べき 喫 緊 か つ 最 重 要 課 題 で あります。県 で は ，国 の「 被 災 者 雇 用 開 発 助
成 金 」制 度も活 用し , 被 災 者 等 合 同 就 職 面 接 会 を 開 催 するなど , 被 災 者 の 就 職 支 援 に 全 力をあげ て 取り組 む
こととしております。
　 つきましては ，皆 様 方 には 厳しい 経 済 情 勢 の 中 ，大 震 災 により，企 業 経 営 はさらに 厳しい 状 況 にあるものと
推 察 して おります が ，被 災 さ れ た 方 々が 一 人 でも 多く再 就 職 が で きますよう ，雇 用 の 場 の 確 保 に つ いて ，特
段 の 御 配 慮 を 賜 りま すようお 願 い 申し 上 げ ま す。末 筆 な が ら ，皆 様 方 の 今 後 の 御 発 展 を 心 か ら お 祈 り申し
あ げ ます。

 謹 白
 平成２３年６月８日

県内事業主の皆様
宮城県知事　村井嘉浩

第1節

第2節

第3節

第4節

第5節

第6節

環
境
・
生
活
・
衛
生
・
廃
棄
物

保
健
・
医
療
・
福
祉

経
済
・
商
工
・
観
光
・
雇
用

農
業
・
林
業
・
水
産
業

公
共
土
木
施
設

教
育

第7節

防
災
・
安
全
・
安
心
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平
成
21
年
、
全
国
の
有
効
求
人
倍
率
は

前
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
過
去
最

低
を
記
録
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
発
災
は
、

様
々
な
雇
用
促
進
政
策
に
よ
り
雇
用
が
上
向

き
か
け
て
き
た
矢
先
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

平
成
23
年
５
月
、
震
災
等
の
影
響
に
よ
る

失
業
者
に
対
し
、
次
の
雇
用
ま
で
の
短
期
的

就
業
機
会
の
創
出
を
目
的
と
し
た
「
緊
急
雇

用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
」
の
交
付

が
県
に
通
知
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

23
年
度
は
８
２
５
６
人
、
平
成
24
年
度
に
は

１
万
２
５
８
４
人
の
雇
用
を
創
出
し
た
。

こ
の
「
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
」
に

対
し
、
よ
り
長
期
的
・
安
定
的
な
雇
用
を
創

出
す
る
た
め
の
「
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事

業
」
が
、
平
成
23
年
11
月
に
創
設
さ
れ
、
翌

年
２
月
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
。
当
初
は

低
調
で
あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
に
は
支
援
人

数
が
２
万
５
２
８
人
と
な
り
、
県
は
臨
時
職

員
や
他
県
か
ら
の
派
遣
職
員
等
、
大
幅
に
増

員
し
て
事
務
対
応
に
当
た
る
ま
で
と
な
っ
た
。

本
事
業
は
、
そ
の
後
も
沿
岸
部
の
事
業
所
や

中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
も
の
等
、
県
内
の

雇
用
情
勢
を
反
映
さ
せ
、
内
容
や
規
模
を
見

直
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

平成31年度事業者向け助成金説明会（石巻会場）みやぎの水産品店頭販売力復興支援事業を活用し、小売店での販売促進活動
に販売員を派遣

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

雇
用
を
創
出
せ
よ
！

平
成
23
年
５
月
～
平
成
25
年
度

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
の
開
始

平
成
20
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
日

本
全
体
の
雇
用
は
一
気
に
冷
え
込
み
、
翌
平
成
21
年
に

は
有
効
求
人
倍
率
が
０
・
47（
宮
城
県
０
・
41
）と
な
り
、

過
去
最
低
を
記
録
し
た
。
県
は
国
の
制
度
等
を
活
用
し

た
緊
急
雇
用
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
雇
用
が
よ

う
や
く
上
向
き
か
け
て
き
た
矢
先
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
た
。

平
成
23
年
５
月
、
国
の
第
１
次
補
正
予
算
に
お
い
て

成
立
し
た「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
」の

交
付
が
県
に
通
知
さ
れ
た
。
本
交
付
金
は
、
都
道
府
県

に
基
金
を
造
成
し
、
当
該
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
震
災
等
の
影
響
で
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非
正

規
労
働
者
、
中
高
年
齢
者
等
の
失
業
者
に
対
し
て
、
次

の
雇
用
ま
で
の
短
期
の
雇
用
・
就
業
機
会
を
創
出
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
は
、
県
、
市
町

村
合
わ
せ
て
４
２
２
事
業
に
お
い
て
８
２
５
６
人
を
雇

用
し
、
活
用
実
績
は
お
よ
そ
83
億
円
と
な
っ
た
。
平
成

24
年
度
に
同
事
業
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
７
８
３
事
業
１

万
２
５
８
４
人
、
お
よ
そ
１
５
０
億
円
の
事
業
規
模
と

な
っ
た
。
本
事
業
を
所
管
し
た
雇
用
対
策
課
雇
用
創
出

班（
当
時
６
人
）で
は
、
一
気
に
膨
れ
上
が
っ
た
業
務
量

に
対
し
、
限
ら
れ
た
人
員
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

雇
用
対
策
課
職
員

「
緊
急
雇
用
事
業
は
、
相
手
方
が
県
庁
内
の
各
所

属
、
又
は
各
市
町
村
に
な
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
問

合
せ
が
多
く
て
、
ま
た
、
国
の
事
業
ス
キ
ー
ム
の
込

み
入
っ
た
と
こ
ろ
が
定
ま
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
っ

て
、
簡
単
に
答
え
ら
れ
な
い
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
国
か
ら
Ｑ
＆
Ａ
も
示
さ
れ
て
は
い
た
の
で
す
が
、

詳
細
な
取
扱
い
や
解
釈
な
ど
判
断
し
づ
ら
い
も
の
も

多
く
、
先
輩
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
回
答
を
班
員
で

そ
ろ
え
る
よ
う
に
確
認
し
た
上
で
対
応
し
て
い
ま
し

た
」

「
こ
の
事
業
は
、
自
治
体
が
臨
時
職
員
と
し
て
人
を

雇
う
直
接
雇
用
と
、
委
託
事
業
に
よ
り
委
託
先
の
企

業
が
人
を
雇
う
間
接
雇
用
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま

す
。
後
者
は
、
自
治
体
が
雇
用
を
生
む
た
め
の
事
業

を
し
ま
し
ょ
う
っ
て
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
事
例

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
そ
の
範
囲
や
対
象
が
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
次
第
に
、
果
た
し
て
こ
れ
は
雇
用

を
生
む
た
め
の
事
業
な
の
か
事
業
実
施
が
目
的
な
の

か
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
議
論
と
な
り
、
難
し
さ
を
感

じ
る
と
こ
ろ
で
し
た
」

「
金
額
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
対
象
事
業
が
何
百
と

い
う
数
で
し
た
か
ら
、
県
庁
内
と
各
市
町
村
か
ら
の

問
合
せ
や
相
談
で
、
と
に
か
く
時
間
が
足
り
な
く
て
、

県
庁
に
入
っ
て
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
一
番
働

い
た
の
が
雇
用
対
策
課
の
と
き
で
す
。
日
中
は
電
話

対
応
で
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
て
、
事
務
作
業
を
時
間
外

に
す
る
よ
う
な
流
れ
で
、
退
庁
の
定
時
が
23
時
と
い

う
よ
う
な
状
況
で
し
た
」

「
当
時
は
『
雇
用
を
創
出
せ
よ
』
が
大
命
題
で
し
た
。

雇
用
実
績
に
つ
い
て
県
の
幹
部
も
気
に
か
け
て
い
ま

し
た
の
で
、
毎
月
各
市
町
、
県
庁
内
各
部
局
に
月
末

時
点
の
雇
用
者
数
に
つ
い
て
照
会
を
行
い
、
翌
月
上

旬
ま
で
に
集
計
、
報
告
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
」

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

東日本大震災により被災された方々の雇用の場の確保について（お願い）（平成23年6月8日）

雇
用
の
維
持
確
保
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８

７

６

５

４

３

２

１

（％）０

２．０

１．５

１．０

０．５

（倍）０

７

６

５

４

３

２

１

０（万人）
平成20年

平成22年
3月

平成21年

平成23年
3月

平成22年

平成23年
4月

平成23年

平成24年
3月

平成24年

平成25年
3月

平成25年

平成26年
3月

1.54
1.53
1.40
1.25

0.92

失業者数

（宮城県）

完全失業率

（宮城県）

完全失業率

（全国平均）

宮城県全体

仙台

石巻

塩釜

気仙沼

4 3

請
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
最
終
的
に
24
年
度
は

６
０
０
０
人
分
ぐ
ら
い
の
助
成
金
を
支
給
す
る
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

最
大
１
５
０
人
体
制
で
対
応

平
成
25
年
度
～
平
成
26
年
度

人
員
体
制
の
強
化　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
の
申
請
件
数
が
増
え
る

に
つ
れ
、
庁
内
で
の
業
務
体
制
が
課
題
と
な
っ
た
。
平

成
24
年
４
月
の
受
付
か
ら
は
、
会
場
を
雇
用
対
策
課
か

ら
会
議
室
へ
と
移
し
た
が
、
５
月
に
は
、
申
請
者
が
会

場
か
ら
あ
ふ
れ
て
廊
下
に
並
ぶ
状
況
と
な
っ
た
。
平
成

24
年
度
は
、
庁
内
か
ら
の
応
援
職
員
等
で
対
応
し
た
も

の
の
、
そ
れ
で
も
対
応
に
限
界
が
あ
っ
た
た
め
平
成
25

年
度
か
ら
は
人
員
を
大
幅
に
増
員
し
、
体
制
強
化
を
行

っ
た
。

雇
用
対
策
課
職
員

「
助
成
金
は
年
度
ご
と
に
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
雇
用
計
画
書
を
確
認
し
て
、
賃
金
台

帳
か
ら
お
金
を
払
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
雇
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
見
て
い
く
作
業
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
か
つ
、
３
年
分
を
日
割
り
計
算
で
払
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
手
計
算
で
は
で
き
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
作
業
を
行
政
で
は
、
年

度
末
か
ら
２
か
月
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
出
納
整
理

期
間
中
に
支
払
い
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
５
月
10
日

過
ぎ
ぐ
ら
い
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ
な
い
と
支
払
い
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
危
険
性

を
抱
え
つ
つ
、
み
ん
な
で
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
と

い
う
の
が
、
24
年
度
に
な
り
ま
す
」

「
平
成
25
年
、
26
年
度
頃
に
な
る
と
、
助
成
金
の
知

名
度
が
上
が
る
に
つ
れ
、
我
々
の
事
務
処
理
量
は
も

の
す
ご
く
増
え
て
い
き
ま
し
た
」

「
平
成
25
年
、
26
年
度
は
件
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
き
ま
し
て
。
県
職
員
11
人
に
プ
ラ
ス
し
て
非
常
勤

職
員
を
ど
ん
ど
ん
面
接
し
な
が
ら
採
用
し
て
、
他
県

か
ら
の
応
援
職
員
や
委
託
事
業
者
を
含
め
て
、
最
大

で
１
５
０
人
ぐ
ら
い
の
体
制
を
組
ま
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
」

自
立
的
な
雇
用
に
つ
な
げ
る

平
成
26
年
度
～
平
成
31
年
度

雇
用
情
勢
に
合
わ
せ
た
制
度
の
縮
小

事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
は
、
出
納
整
理
期
間
に

処
理
が
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
は
、
実
績
報
告
を
半
年
ず
ら
す
形
の
Ⅱ
型
が
運
用

開
始
と
な
り
、
そ
の
後
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
沿
岸
部

の
事
業
所
だ
け
を
対
象
に
し
た
Ⅲ
型
、
平
成
28
年
度
か

ら
は
、
中
小
企
業
の
み
を
対
象
に
し
た
中
小
企
業
型
へ

と
、
国
の
制
度
変
更
に
対
応
す
る
形
で
制
度
を
縮
小
し

て
い
っ
た
。
平
成
31
年
度
に
は
、
受
付
・
形
式
審
査
等

に
つ
い
て
も
業
務
委
託
か
ら
県
直
営
へ
と
変
更
し
た
。

雇
用
対
策
課
職
員

「
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
立
的
な
雇
用
に
つ
な

げ
て
い
く
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
制
度
が
い

っ
ぺ
ん
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
そ
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
段
階

的
に
助
成
額
を
少
な
く
し
て
、
民
間
事
業
者
の
主
体

的
な
雇
用
を
支
援
で
き
る
形
に
し
て
い
き
ま
し
た
」

「
私
が
異
動
し
て
き
た
平
成
29
年
に
は
、
申
請
者
数

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
業
務
委
託
に
頼
っ
て

い
た
部
分
を
県
の
直
営
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
そ
の
年
の
12
月
か
ら
直
営
化
す
る
予
定
で
い

た
の
で
す
が
、
シ
ス
テ
ム
な
ど
運
用
面
が
非
常
に
複

雑
化
し
て
お
り
ま
し
て
、
ま
ず
そ
れ
を
理
解
す
る
の

が
短
期
間
で
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
１
年
間
の

猶
予
期
間
を
頂
い
て
、
委
託
業
者
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
て
、
県
だ
け
で
や
る
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
を
検
討
し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
完
全
に
直

営
化
を
し
ま
し
た
」

「
直
営
に
な
っ
て
か
ら
は
事
業
主
か
ら
直
接
県
に
書

類
が
き
ま
す
。
そ
の
頃
は
、
中
小
企
業
者
が
メ
イ
ン

で
し
た
が
、
中
小
企
業
で
あ
っ
て
も
、
結
局
大
企
業

と
同
じ
レ
ベ
ル
の
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
中
に
は
書
類
が
あ
ま
り
整
っ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
事
業
主
に
直
接
電
話
で

お
願
い
を
す
る
と
、『
こ
ん
な
面
倒
く
さ
い
も
の
要

ら
な
い
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

需
要
の
掘
り
起
こ
し

平
成
31
年
度
～
現
在

申
請
支
援
業
務
を
委
託　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
は
、
当
初
助
成
金
額
の

上
限
が
１
事
業
所
１
億
円
で
開
始
さ
れ
た
が
、
中
小
企

業
型
は
上
限
が
２
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
事
業
者
自
ら

書
類
を
整
え
申
請
を
す
る
こ
と
が
多
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
県
は
事
業
者
が

申
請
を
す
る
た
め
の
支
援
業
務
を
委
託
し
た
。

雇
用
対
策
課
職
員

「
中
小
企
業
の
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
申
請
書
類
を

作
る
の
も
必
要
な
資
料
を
集
め
る
の
も
大
変
っ
て
い

う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
申
請
の
支
援
を
業
者

に
委
託
し
ま
し
た
。
例
え
ば
個
人
経
営
の
店
舗
で
す

と
、
従
業
員
も
少
な
く
書
類
を
作
る
こ
と
自
体
が
大

変
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
委
託
業
者
が
出
向
い
て
説

明
し
て
、『
な
ん
と
か
が
ん
ば
っ
て
申
請
書
を
作
り
上

げ
て
み
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
支
援
を
し
て
、
今
（
令

和
3
年
）
は
最
後
の
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
し
て
い

る
段
階
で
す
。
こ
の
支
援
で
、
今
ま
で
申
請
を
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇

し
て
い
た
方
に
も
や
っ
と
申
請
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

「
震
災
直
後
、
自
分
の
周
り
で
こ
の
制
度
を
利
用
し

達
成
率
１
％
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

平
成
24
年
２
月
～
５
月

事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
の
運
用
開
始

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
は
短
期
の
雇
用
を
生
み

出
す
事
業
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
被
災
地
の
産
業
政
策

と
一
体
と
な
っ
て
安
定
的
な
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の

「
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
」が
、
平
成
23
年
11
月
の

国
の
第
３
次
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
、
県
に
４
６
６
億

円
が
交
付
さ
れ
た
。
助
成
の
対
象
は
県
内
に
所
在
す
る

事
業
所
で
復
興
に
向
け
た
産
業
政
策
の
支
援
を
受
け
た

事
業
を
実
施
し
、
期
間
の
定
め
の
な
い
、
又
は
１
年
以

上
の
有
期
雇
用
か
つ
契
約
更
新
が
可
能
な
雇
用
形
態
で
、

新
規
雇
用
と
な
る
被
災
求
職
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主

等
を
要
件
と
し
た
。
助
成
金
は
１
事
業
所
に
つ
き
１
億

円
を
上
限
に
、
１
人
当
た
り
３
年
間
で
最
大
２
２
５
万

円（
当
時
）を
支
給
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
県
は
、
平

成
24
年
２
月
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
た
が
、
助
成
対

象
は
国
や
県
等
の
補
助
・
融
資
等
の
指
定
の
支
援
策
を

受
け
て
い
る
事
業
者
に
限
定
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と

等
か
ら
申
請
数
が
少
な
く
、
低
調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

雇
用
対
策
課
職
員

「
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
は
、
平
成
24
年
度

ま
で
に
約
２
万
人
の
雇
用
を
創
出
す
る
と
い
う
目
標

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
３
月
の
時
点
で
実
績

と
し
て
上
が
っ
て
い
た
の
が
約
２
０
０
人
で
、
目
標

ま
で
あ
と
99
％
残
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ

う
と
い
う
状
況
で
し
た
。
新
聞
紙
上
で
も
被
災
３
県

利
用
低
調
と
い
う
の
を
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
ま
し
て
、

３
県
が
比
較
さ
れ
る
中
で
や
っ
て
い
ま
し
た
」

「
当
時
県
で
は
グ
ル
ー
プ
補
助
金
を
は
じ
め
20
前
後

の
産
業
支
援
策
が
あ
り
ま
し
た
が
、
庁
内
も
非
常
に

混
乱
し
て
い
て
、『
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
が

適
用
で
き
る
産
業
支
援
策
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
』
と

庁
内
に
照
会
を
か
け
て
も
あ
ま
り
反
応
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
県
庁
の
政
策
事
例
集
を
全
部

開
け
て
、
読
み
込
み
ま
し
て
、
当
課
か
ら
こ
の
事
業

を
復
興
型
雇
用
創
出
事
業
の
産
業
政
策
の
対
象
と
し

た
場
合
に
支
障
が
あ
る
か
、
と
い
う
形
で
照
会
・

交
渉
し
、
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
５
月
、
６
月

の
段
階
で
は
１
０
０
０
人
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
の
申

た
人
が
い
れ
ば
、
ク
チ
コ
ミ
で
広
が
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
10
年
た
っ
た
今
で
も
、

こ
の
制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
」

「
申
請
書
類
の
作
成
が
大
変
だ
と
い
う
の
は
よ
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
雇
用
契
約
書
を
作
る
と
か
、
雇
用
保

険
に
入
る
と
か
、
法
律
上
は
必
要
な
こ
と
な
ん
で
す

が
、
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の

助
成
金
の
申
請
を
き
っ
か
け
に
、
事
業
者
自
身
が
雇

用
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
気
づ
き

に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
も
こ
の
事
業
の
一
つ
の
意
義
か

な
と
思
い
ま
す
」

「
補
助
金
に
は
就
労
の
実
績
報
告
が
必
要
な
ん
で
す

が
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
多
い
の
で
、
な
か

な
か
一
回
で
全
て
の
書
類
が
そ
ろ
い
ま
せ
ん
。
今
は
、

コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
窓
口
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

電
話
で
何
回
も
や
り
と
り
を
し
て
、
実
績
報
告
ま
で

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

完全失業者数及び完全失業率の推移

安定所別有効求人倍率の推移

宮城県事業復興型雇用創出助成金　事業スキーム

出典：宮城県ウェブサイト

出典：厚生労働省ウェブサイト出典：宮城労働局

震災等緊急雇用対応事業

ハローワーク

被災地の産業振興に合わせて、雇用面からも支援する助成金

【関係省庁、県等の産業政策の
観点からの支援事業】 【事業復興型雇用創出事業】

交付金の交付事業計画

求人・求職の
マッチング

補助

① 国や県等の補助・融資の対象となっている事業
② ①以外の事業で「産業政策と一体となった雇用
　 支援」と県が認める事業
※ 対象事業所は、平成23年3月11日（原則）から平成26年

3月31日までに、対象産業政策による支援決定を受けて
いることが必要。

産業振興 雇用対策

民間
企業等

【対象支援事業】 厚生労働省

事業計画

③ 雇入れ
に対し、
助成金
を支給

②雇用

①補助等

交付

宮城県等の被災県

基金積増

宮城県

雇用機会の創出

被災求職者

雇用 雇用 雇用

事業を直接実施

事業を直接実施

事業を民間委託

事業を民間委託

厚生労働省

被災県　　　　　　基金

市町村

民間企業等

被災求職者

Ⅵ
産
業
・
生
業
の
再
生
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参
照

記
録
誌
等

・ 

東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
６
か
月
間
の
災
害
対
応
と
そ

の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・
平
成
24
年
３

月
）

・ 

東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対
応

の
記
録
と
そ
の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・
平

成
27
年
３
月
）

・ 

東
日
本
大
震
災　

復
旧
期（
平
成
23
年
度
～
平
成
25
年

度
）の
取
組
記
録
誌（
宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復

興
推
進
課
・
平
成
27
年
３
月
）

・ 

東
日
本
大
震
災　

再
生
期
前
半（
平
成
26
・
27
年
度
）の
取

組
記
録
誌（
宮
城
県
震
災
復
興
･
企
画
部
震
災
復
興
推
進

課
・
平
成
29
年
３
月
）

・ 

東
日
本
大
震
災　

再
生
期
後
半（
平
成
28
・
29
年
度
）の
取

組
記
録
誌（
宮
城
県
震
災
復
興
･
企
画
部
震
災
復
興
推
進

課
・
平
成
31
年
３
月
）

・
宮
城
県
雇
用
対
策
課
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

雇用対策課雇用対策課雇用対策課 雇用対策課 雇用対策課

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
労
働
者
の
安
定
し

た
生
活
を
守
り
、
地
域
の
産
業
や
経
済
の
活
性
化
に
資

す
る
目
的
で
創
設
さ
れ
た
「
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
事

業
」
は
、
令
和
3
年
現
在
も
事
業
の
実
施
期
間
を
延
長

し
て
行
っ
て
い
る
。

助
成
金
支
給
に
際
し
、様
々
な
要
件
が
あ
る
中
で
、
申

請
者
の
声
や
、
発
災
か
ら
10
年
以
上
に
わ
た
り
蓄
積
さ

れ
た
審
査
手
続
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
業
務
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
や
書
類
の
簡
素
化
等
が
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
事
業
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
と
引
継
ぎ

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
同
様
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

際
に
審
査
業
務
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。ま

た
、
復
旧
に
必
要
な
土
地
造
成
に
時
間
を
要
し
て

い
る
等
、
事
業
者
の
責
に
帰
さ
な
い
事
由
に
よ
り
近
年

ま
で
復
旧
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
業
者
に
お

い
て
、
最
近
に
な
っ
て
新
設
し
た
事
業
所
へ
の
雇
入
れ

を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
事
業
に
よ
る
支

援
は
、
今
後
も
被
災
求
職
者
の
安
定
し
た
生
活
の
た
め

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

県
で
は
、
被
災
さ
れ
た
最
後
の
一
人
ま
で
、
安
定
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
助
成
金
事
業
の
周
知
と
需
要

の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
事
業
所
へ
の
個
別
訪
問
等
き

め
細
か
な
申
請
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

同
事
業
を
実
施
し
て
い
る
岩
手
県
や
福
島
県
を
含
め
た

被
災
３
県
で
連
携
し
て
、
引
き
続
き
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

今
後
の
災
害
対
応
に 

向
け
た
取
組
等

人
の
視
点
が
入
る
こ
と
で
新
た
な
気
づ
き
が
生
ま
れ

る
場
合
も
あ
る
し
、
み
ん
な
で
作
業
を
分
担
で
き
ま

す
」労

働
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
就
業
規
則
的
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
会
社
が
ど

の
ぐ
ら
い
の
所
定
労
働
時
間
な
の
か
、
休
日
な
の
か

分
か
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
す
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。
助
成
金
を
申
請
す
る
た
め
に
多
く

の
企
業
が
労
働
環
境
を
整
備
し
て
、
そ
れ
を
労
働
者

に
明
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
一
部
に
は
給
与
未

払
い
が
あ
っ
た
よ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
助

成
金
が
あ
っ
た
か
ら
、
時
間
外
勤
務
手
当
を
払
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
と
い
う
、
感
謝
の
手
紙
も
複
数
枚
、

県
に
届
き
ま
し
た
。
労
働
環
境
の
質
と
い
う
面
で
は
、

数
字
に
表
れ
な
い
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
」

関
係
機
関
か
ら
の
客
観
的
な
情
報
で 

円
滑
な
事
務
処
理
を

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
例
え
ば
、
雇
用
実
態
が
な
く
、
実
際
に
給
料
も
支

払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
の
に
契
約
書

だ
け
は
あ
る
と
い
う
場
合
ど
う
す
る
か
。
国
の
関
係

機
関
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係

づ
く
り
を
日
頃
か
ら
し
て
お
く
こ
と
で
、
不
正
を
防

ぎ
円
滑
に
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ど

こ
が
そ
の
客
観
的
な
情
報
を
も
っ
て
い
る
か
を
知
り
、

そ
の
機
関
と
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
」制

度
の
継
続
を
想
定
し
た
資
料
整
理

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
最
初
は
数
年
で
終
わ
る
制
度
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

雇
用
創
出
の
一
方
、 

自
治
体
職
員
の
負
担
が
増
え
た

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
緊
急
雇
用
対
応
事
業
は
、
短
期
雇
用
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
意
義
の
あ
る
事
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
雇
用
を
創
出
し
ま
し
ょ
う
と
国
か
ら
予
算

が
き
て
、
そ
れ
ま
で
決
し
て
メ
イ
ン
で
は
な
か
っ
た

各
自
治
体
の
雇
用
部
門
が
全
部
局
の
取
り
ま
と
め
を

す
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
や
っ
た
こ
と
の
な
い
業
務
を
や

っ
た
の
で
、
自
治
体
職
員
の
負
担
は
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
」

制
度
立
ち
上
げ
と
き
に
適
切
な
知
識
・
経
験 

を
も
っ
た
職
員
を
活
用
す
る

 
雇
用
対
策
課
職
員

「
シ
ン
プ
ル
な
制
度
に
す
る
こ
と
で
、
委
託
事
業
者

や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
活
用
が
で
き
、
応
援
職
員

が
入
れ
替
わ
っ
て
も
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
制
度
を
立
ち
上
げ
る
と
き
か

ら
、
こ
う
い
っ
た
大
規
模
な
制
度
で
あ
れ
ば
な
お
さ

ら
、
経
験
や
知
識
を
も
っ
た
職
員
の
助
力
を
得
て
や

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」

抱
え
込
ま
ず
声
に
出
し
て
言
う

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
若
い
人
っ
て
特
に
一
生
懸
命
な
ん
で
す
よ
。
一
生

懸
命
自
分
が
が
ん
ば
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
が
、
業
務
量
が
多
い
と
か
ど
う
し
た
ら
い
い
か
悩

ん
で
い
る
と
き
な
ど
大
変
な
と
き
は
声
に
出
し
て
ほ

し
い
。
や
は
り
声
に
出
し
て
言
う
と
い
う
こ
と
は
結

構
大
事
な
こ
と
で
、
班
長
や
そ
の
上
司
は
、
見
て
は

い
る
ん
で
す
け
ど
、
直
接
声
が
上
が
ら
な
い
と
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
そ
こ
は
ぜ
ひ
声
に
出
し

て
『
大
変
だ
』
と
い
う
の
を
言
っ
て
ほ
し
い
。
他
の

た
が
、
令
和
３
年
に
な
っ
て
も
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

発
災
直
後
の
混
乱
期
で
あ
っ
て
も
、
資
料
や
デ
ー
タ

を
整
理
し
な
が
ら
業
務
に
当
た
ら
な
い
と
、
時
間
が

経
っ
て
か
ら
見
返
し
た
と
き
に
知
っ
て
る
人
が
い
な

い
と
か
、
デ
ー
タ
が
分
か
ら
な
い
、
経
緯
が
分
か
ら

な
い
と
な
る
の
で
、
当
初
か
ら
資
料
を
整
理
し
な
が

ら
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
」

様
々
な
働
き
方
へ
の
雇
用
支
援
が
求
め
ら
れ
る

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
こ
の
事
業
は
事
業
者
の
方
へ
の
助
成
金
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
実
際
に
は

被
災
求
職
者
の
方
が
雇
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

沿
岸
地
域
の
雇
用
の
創
出
に
は
大
き
く
つ
な
が
っ
て
、

起
爆
剤
の
一
つ
み
た
い
な
形
に
は
な
っ
た
の
か
な
と
。

た
だ
、
現
在
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
働
き
方
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
中
で
、
こ
の
助
成
金
は
、
事
業
所
で
働

く
こ
と
が
要
件
な
の
で
、
今
後
は
様
々
な
働
き
方
に

合
わ
せ
た
雇
用
支
援
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い
ま

す
」

　

制
度
設
計
の
段
階
で
自
治
体
が
連
携
し
て 

国
に
意
見
を
伝
え
る

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
国
が
こ
の
事
業
を
設
計
す
る
段
階
で
、
自
治
体
に

照
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
よ
り
手
間
が

か
か
ら
ず
、
適
正
に
処
理
す
る
方
法
に
つ
い
て
本
県

の
意
見
を
国
に
伝
え
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
制

度
設
計
上
、
や
は
り
手
続
の
簡
素
化
は
難
し
く
、
厳

格
に
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
形
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
辺
は
、
制
度
設
計
の
段
階
か
ら
他
の

自
治
体
と
連
携
し
て
意
見
を
伝
え
る
な
ど
、
も
う
少

し
踏
み
込
ん
で
や
れ
ば
良
か
っ
た
と
い
う
思
い
は
あ

り
ま
す
」

簡
素
化
と
不
正
防
止
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
手
続
の
簡
素
化
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

一
方
で
、
不
正
受
給
の
懸
念
が
出
て
き
ま
す
。
簡
素

化
と
不
正
防
止
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
制
度
を

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」

複
雑
な
制
度
・
実
態
に
対
応
し
た 

審
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
難
し
い

 

雇
用
対
策
課
職
員

「
審
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

雇
用
契
約
や
雇
用
実
態
は
様
々
で
複
雑
な
の
で
、
難

し
い
ん
で
す
。
何
人
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
け
ど
全
部

を
網
羅
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
」

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

Ⅵ 

産
業
・
生
業
の
再
生


